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厩~盲あ~語霊~I昆虫類分布調査記録用紙

◎偶体数……＆＝多い， b＝普通． c＝少ない

。新鮮度……イー新鮮・ ロー中位， ハー河損参照地図“艦瀞付の事）鬮査地域
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鬮査の行程

〆

害）(儲

(姫路昆虫同好会）

最近、 自然破壊が問題になっていますが、その

自然について私たちは十分理解しているでしょう

か。 自分の目で確かめ、 自分自身で直接自然にふ

れることが自然を理解する上でもっとも大切なこ

とです。

姫路昆虫同好会は昆虫を保護するため、ざらに

昆虫を観察することによって、 自然についてもっ

と理解を深めるために分布作成図を作り、資料を

蓄積していきたいと思います。これによってより

正確な昆虫の分布・生態がわかり、ひいては乱獲

を防ぐことにもなると思います。

皆様方の協力をお願いします。

〔記録用紙及び分布作製図について〕
これらの用紙は必要があれば事務所まで申し出

て下さい。

十分活用の後、運営委員まで報告して下されば用

紙代は請求しないつもりです。 また、資料の保管

は事務所で行ない、自由にサロン会等で利用でき

るようにしたく思います。

〔記録用紙の記載についてお願い〕

①NQ柵に会員番号を記し、その後に51年4月以

降の各自の採集日にそって番号を付して下さい。

それ以前のデータについては会員番号の後に0

を付けて下さい。

例）山本広一氏の第8回目の採集行の記録は

NQSO1-8と記されます。

②記録用紙は県内についてのみ使って下さい。

③種名がはっきりしないときは三角紙にNQ、記

録用紙とともに同定会日に持参して確認して下

さい。

④報告の整理は冬季に行ないますので記録の報

告は12月10日･までにサロン会当日か直接運営委

員にお渡し下さい。
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(姫路昆虫同好会）

〔分布作製図について〕

①目撃者欄＝会員の会報、会誌の投稿による報

告及び姫昆記録用紙の報告によっ

て記します。

会員以外の報告は参考として記し

ます。

②採集者欄＝本年度からの採集品について記し

会報、会誌の投稿及び姫昆記録用

紙の報告によって記します。

※蝶、 トンボについて51年度の分布図は52年3

月中にまとめられると思います。その後順次追

加しますので多いに利用して下さい。

以後、蛾、その他甲虫、カミキリ、その他の昆

虫の順にまとめていく予定です。

シニア会員は

〒671-23飾磨郡夢前町菅生澗161

TEL(07933)5-0225

木村三郎方

姫路昆虫同好会(振替神戸9916）

ジュニア会員は

〒670姫路市西延末字手柄山440-2

姫路市立科学館内姫路昆虫同好会

TEL(0792)23-1080

＊会壷

本会入会申込者は入会金として1，0
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A 蝶

B 蛾

C トンボ
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E
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区分 目 撃 ■ 禄 亀 者 鐸築日

出石町

但東町

村岡町

漢坂町

美方町

沮泉町

八回町

畳父町

大■〈町

関宮町

生野町

靭囲山町

山東町

囲肇町

丹波地区

柏厘町

氷上町

冑垣町

春日町

山南町

市■町

篠山町

魂東町

多紀町

■紀町

丹南町

今田町

医神地区

神戸市

尼埼市

■宮市

芦■市

伊丹市

宝塚市

川薗市

三田市

猫名川町

淡路地区

洲本市

津名町

浪路町

丞浪町

一宮町

五色町

東遍町

緑 町

画浪町

三厘町

南淡町

区分I 目 軍 君I樺 顔 宕I樺亀日

播臼地区

姫路市

駒石市

相生市

麺古川市

鷺野市

寂鞄市

■■市

三木市

高砂市

小野市

釦■市

宮川町

杜 町

泡野町

東条町

中 町

勉美町

八千代町

■南願町

粗.員町

掻磨町

恵方町

家あ町

夢前町

神埼町

市川町

福屠町

巷＠町

大河内町

衝宮町

揖爆川町

御途町

太子町

上毎町

佐用町

上月町

南光町

三日月町

山崎町

安宮町

一宮町

波質町

千画町

但局地区

■岡市

城四町

竹野町

讐住町

日高町

■

会員募集




